
イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

納期限：６月30日㈬

●市県民税 １期　　　（普通微収）
●介護保険料 １期　　　（普通微収）

転入　
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人　 転出
人　 死亡

人
人
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492    412
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43,911

人（前月比＋75）
人（同＋65）
人（同＋10）　　
世帯（同＋136）

６ 月　の　納　税

４月中のひとの動き

イベント☆募集☆お知らせば
じ

いけ ん

イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

納期限：６月30日㈬

●市県民税 １期　　　（普通微収）
●介護保険料 １期　　　（普通微収）

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

5月１日現在

492    412
82 　87

108,214
51,587
56,627
43,911

人（前月比＋75）
人（同＋65）
人（同＋10）　　
世帯（同＋136）

６ 月　の　納　税

４月中のひとの動き

21 2010.6 202010.6

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月
21
日
㈪
～
７
月

20
日
㈫
必
着

閲
覧
場
所　

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
建
築
住
宅
課（
市
役
所
５
階
）

応
募
資
格　

①
市
内
に
在
住
す
る

人
②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
個
人
、
法
人
、
そ

の
他
団
体
③
市
内
に
通
勤
ま
た

は
通
学
す
る
人
④
そ
の
ほ
か
利

害
関
係
が
あ
る
人

応
募
方
法　

建
築
住
宅
課
に
備
え

付
け
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
、

住
所
・
氏
名
（
団
体
名
）・
電

話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
や
、
氏

名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
意
見
の
取
り
扱
い　

意
見
の
概
要

と
こ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
ホ

津
山
広
域
都
市
計
画
の

変
更
原
案
の
縦
覧
・
公
聴
会

開
催
し
ま
す

　

津
山
広
域
都
市
計
画
の
変
更
原

案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。
公
聴
会
に
出
席
し
て
原
案
に

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
人
は
、

事
前
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

変
更
内
容

用
途
地
域
の
変
更　

津
山
産
業
・

流
通
セ
ン
タ
ー
の
用
途
地
域
を

準
工
業
地
域
か
ら
工
業
地
域
へ

変
更

特
別
用
途
地
区
の
指
定　

市
内
全

　

域
の
準
工
業
地
域
に
特
別
用

途
地
区
（
床
面
積
１
万
㎡
以
上

の
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
規

制
）
を
指
定

《
原
案
の
縦
覧
・
意
見
書
》

縦
覧
内
容　

津
山
市
広
域
都
市
計

画
（
用
途
地
域
・
特
別
用
途
地

区
）
の
変
更
原
案

と
き　

６
月
21
日
㈪
～
７
月
５
日

㈪
の
執
務
時
間
内

と
こ
ろ　

都
市
計
画
課
（
市
役
所

５
階
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

縦
覧
期
間

内
に
、
縦
覧
場
所
に
備
え
付
け

の
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
、
都

市
計
画
課
に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出

《
公
聴
会
》

と
き　

７
月
13
日
㈫
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

公
述
人
の
選
定　

意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
市
民
や

利
害
関
係
が
あ
る
人
に
限
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
趣
旨
の
意

見
等
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
公

述
人
を
選
定
し
公
述
時
間
を
制

限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
原
案
に
関
係
の
な
い
意
見

は
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

傍
聴　

希
望
す
る
人
は
、
当
日
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
定

員
80
人
・
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
都

市
計
画
課
薊
32
‐
２
０
９
６

津
山
市
特
別
用
途
地
区
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
骨
子（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
備
え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
集
約
型
の
都
市
構
造
（
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
の
実
現
と
中
心

市
街
地
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
全

準
工
業
地
域
へ
の
床
面
積
１
万
㎡

以
上
の
大
規
模
集
客
施
設
を
立
地

規
制
す
る
「
特
別
用
途
地
区
」
の

都
市
計
画
の
変
更
原
案
に
従
っ

て
、
同
地
区
に
建
築
の
制
限
を
行

う
「
津
山
市
特
別
用
途
地
区
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
骨
子
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
（
個
人
情

報
は
非
公
開
）

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
建

　

築
住
宅
課
薊
32
‐
２
０
９
９
、

蕭
32
‐
２
１
５
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

kentaku@
city.tsuyam

a.
okayam

a.jp

子
ど
も
手
当
受
給
者
の

現
況
届

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

受
給
者
に
は
現
況
届
の
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
６
月
30

日
㈬
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
～
５
月
に
子
ど
も
手

当
の
申
請
手
続
き
を
し
た
人
は
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
（
津

山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
）
薊
32
‐
２
０
６
５

第
60
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

津
山
市
推
進
大
会

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
目
指
し
て
法
務
省
が
主
唱
す

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」。

津
山
市
推
進
大
会
を
強
調
月
間
の

７
月
に
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
16
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　

募
集
標
語
の
表
彰
、
宣
言

文
採
択
発
表
、
講
演

問
い
合
わ
せ
先　

同
推
進
委
員
会

事
務
局
薊
22
‐
４
６
３
６

水
道
漏
水
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
局
で
は
毎
年
給
水
区
域
を

対
象
に
、
道
路
の
部
分
と
各
戸
の

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
ま
で
の
水
道

管
に
漏
水
が
な
い
か
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

調
査
期
間　

６
月
～
平
成
23
年
３

月
委
託
業
者　

フ
ジ
地
中
情
報
株
式

会
社

※
こ
の
調
査
に
料
金
は
掛
か
り
ま

　

せ
ん
（
調
査
員
は
身
分
証
明
書

　

を
携
帯
し
て
い
ま
す
）。
調
査

や
修
理
と
称
し
て
家
庭
を
訪
問

し
、
料
金
を
請
求
す
る
不
審
者

　

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局
工
務
課

薊
32
‐
２
１
０
８

親
子
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

き
み
が
つ
く
ろ
う 

み
ん
な
の
未
来

　

親
子
で
楽
し
く
学
び
、
体
験
し
、

環
境
に
優
し
い
生
活
を
実
践
す
る

き
っ
か
け
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
展

示
ブ
ー
ス
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

触
れ
て
、
楽
し
ん
で
遊
べ
る
体
験

型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

６
月
20
日
㈰
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
展
示

ブ
ー
ス
は
午
前
11
時
～
午
後
３

時
）

と
こ
ろ　

ア
ル
ネ
・
津
山
、
中
心

商
店
街

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
生
活
課

　

薊
32
‐
２
０
５
１

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

見
に
来
て
く
だ
さ
い

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

男
性
と
女
性
が
、
職
場
や
学
校
、

地
域
、
家
庭
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
23
日
㈬
～
28
日
㈪

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
前
ホ
ー
ル

（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

内
容　

パ
ネ
ル
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」

薊
31
‐
２
５
３
３

ド
ラ
イ
型
ミ
ス
ト
装
置

水
道
水
に
親
し
ん
で

　

水
道
水
を
利
用
し
た
ミ
ス
ト

（
霧
）
を
発
生
さ
せ
、
周
辺
空
間

の
温
度
を
下
げ
る
装
置
を
試
験
的

に
設
置
し
ま
す
。

設
置
式　

６
月
25
日
㈮
午
後
２
時

～

※
９
月
下
旬
ま
で
設
置
し
ま
す

と
こ
ろ　

ア
ル
ネ
・
津
山
東
広
場

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局
業
務
課

薊
32
‐
２
１
０
４

津
山
洋
学
資
料
館

臨
時
休
館
し
ま
す

　

大
切
な
資
料
を
虫
食
い
や
カ
ビ

の
害
か
ら
守
り
、
永
く
保
存
し
て

い
く
た
め
、
く
ん
蒸
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
作
業
中
は
休
館
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
28
日
㈪
～
７
月
２
日

㈮
問
い
合
わ
せ
先　

津
山
洋
学
資
料

館
薊
23
‐
３
３
２
４

６月26日は
「国際麻薬乱用撲滅デー」
　1987年、オーストリアで国連主
催による麻薬乱用撲滅関係閣僚会
議が開催されました。その最終日
である６月26日が「麻薬乱用撲滅デー」に制定され、
全世界でキャンペーンが実施されています。
　薬物乱用の防止で大切なのは、薬物乱用を許さな
い社会環境づくりです。いったん薬物乱用に走って
しまうと、中枢神経（脳）が侵され、その弊害が一
生ついてまわります。「依存症」になると、自分の
意志でやめることができなくなってしまいます。薬
物乱用は１回でも「ダメ。ゼッタイ。」。現実に薬物
乱用が起こってしまってからでは遅いことを知って
もらい、一度たりとも薬物乱用を許さないためにも、
また自分たちの身近な地域社会で薬物乱用のない社
会環境づくりに参加するためにも、薬物乱用の問題
について正しい知識を得ることが必要です。

問い合わせ先　健康増進課薊32-2069


